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－ ． 去るこ月十五日付
の抑刊各訟は、白
木宵少年研究所が実施した「日
米中学校

教師懇巴の結果を報じていた。折から、わが国では中学校の「いじめ」が大

きな社会開踏となっているだけに、全国の別資結果は大夜間隙潔かった。

．「いじめ」も件数は、むしろアメリカの方が多いのに、日本では除掘な「い

じめ」が探刻化し、教師もアメリカ側は余裕のある対応をしているのにたいし

て、日本側の教師は、
制神的にも
肉体的にも限界状況においてが・υギリの対応

を迫られている盗が
浮岸彫りされている。しかも、目本側は紛が子供の教育や

・しつけ
事教師や学校に挺レ、教師や
学校側はもう手いっぱいで、いきおい管盟

主艇や休部に逃げこきるを仰ないという
現実匂今回の澗査結果に
あらわれ

ていた。このところ「いじめ」による中常生の自現か多発しているために、マスコミ

の輪捌や世論も学校や教師の鈍任を追及しようとす
る向きが強いけれど、「い
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じめ」側の生徒にも、「いじめ」られて自殺に追い込まれる側の生徒にも、原

則として親があり、家庭があるのだから、そのようなZ供を腎て、あるいは放

置している親の賀任こそ、一対帯数にならざるを拘ない教師に比してきわめて

忠大だと私は思う。とくに父親の筒任は大きい。

だが、66の日本社会において、その多ぐが
式表人別となって獄烈に働

多感な中学生時代のわが子と肌で触れあう調をほとんど拠失レ、あるいは蒋わ

れている。父子の対絡や
対決が教育の一つの煩砲な原点であるのにや多くの父

親には、その余裕もないのが現突であるつ。

一方べ教師の側は、憲な生活ができ
笑装闘
を例外として、管が戦場

に出かけるような日々を、とくに公
立中学校教師の場合怯迫られている。そこ

へ加えて受
験戦争。l ’ 
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明治以来の
文紋行政
の成
果として、わが
国の
敏育水制
は、・い
まや
世

界屈指の

レベルにあり、
副議警の
禁容の
震の商さは世界
警なのであるから、な

にもこれ
以よ、
生
徒に
知織だけ
をつめ込
む
必
要はないのだ。

このように
考えれば、
わが悶は、いまこそ完全週休二日制
を災施してん、一億

一
平
方図民
が仕
事
を離れて迎米
をゆっく2過ごレ、
家族

と嬰レ、あるいは

自分
府見つめる十分
な時間をもつようにな
らねばな
らない。
殻近は
大説明ポや例

報・サービス
援泌が週休二日制になっているではないか、
といった論
破は、こ

の際すべきではない。

全
閣民が体むこ
とが
必羽なのであり、
せっかく削剥の
仕事が休みでも
早供が

学校へ行っていては、あるいはそのために
恕胞が土附日も捌から忙しくては、

殺隙がないので
ある。

父親は、一日は
白分の休暇に使い、
も三日は
エ品川との触れ合いに
使うこと

・も
出来るレ、
急いで
均ひ
回るのではない、
家
脱ぐるみの
小旅行も
可能に
な
るの

である。私
自身は、
家般向伴の海外生活で率いにもそのような日えを過ごした体験を

もつが、つい
先四も、わが
家にホ
lムステイしていたアメリ
力人前
校住の父
親

か
ら土眼目に
国
際
億話がかかって
きて、
わが
家の
Z供と一
話したいというので、
い

・「い
ま学校に
行っている」
h答えたら、現在ボストン
市の
教育長でも
否。この

去父親は、「日本人は土眼目でも子供を学校にやるのか」とびっくりしていた。

いかに、日本が
世
界に
冠たる経
済

大国だといって
みて
も、
金
閣
民がこんなに

余裕なくギスギスして働きつめていては、
本当の
先溜国などとはい元之もの判

はない。

・

来るべき
棄サミット
に

雪々国でも
議日まで
閉
録
堂、
案
委校に

出しているのは日本だけなのであり、
今後もこのままの溜をたどってゆくなら

ば、
経
梼
廊
撚や

貿易戦争のみな
吾、
国

際的な
還の対
象にさえなりか
ねな

先の「日
米中学校
的前倒しさの比較はたしかに興味深いデータではあるが、

日米間の
家庭掠鍛や週間の教背スケ日ジュールが
大きく異なるのであるから、本

当は
比堅
実不
可能なのだ。

たまたま
摺紅は、石油価格の暴落や同高話調などでわが閣の絡精力は国際比

峨よさらに
強化され
よ
きしてい
る。そうであるだけに、
会

悶民が
完全
操二

臼制を災施し、思いきった経済の減速、社会生活の質的・糊神的充足をはかる

には、
格好の
懲宅はなかるっか。

私は経済の
浪人ではあるが、完全迎休二日制の央施は、むレ
ろ内向の拡大に

もつながり、
当聞の経済
降
擦解
消の一
助になるかもしれない。

ごのように
考え
ると、たんに
国際
擦の
観点か
ら
診ではなく、
警にわが

国の
教育
環境の
改智のためにも、
今こそ学校ぐる
み

の完全
迎休一
百制を断
行す

べ
告芝
きだとい
えようが、こ
の

決定的に露
大な問
題について、
臨

戦容も日教
組

も、そしてマスコミも
ほとんど
無
関
心で
あるのはなぜだるっか。

私自身は、そのような選択こそ、ニ＋一世紀へ向ゆての日本が、経済的にも

精神的に
ゐ盛か
になる
段低
限の
条件だと砲
惜してい
る 。
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